
2 家 畜糞尿の草地還元について

1  背 景 と特徴  ,

糞尿の有効利用をはかることが地力維持や肥料費の節滅に役立ち、併せて蓄産公害軽波にも

一役かうことなどから、奈尿の革地選元技術の解明が近年の蓄逮経営上の重要課題となってい

る。

そこで草地への策尿施用が革生及び牧革の養分組成に及ほす影響を検討 し、糞尿施用基準 と

韓尿施用に対する化学肥料の効果的 な併用法を明らかに した。

2  技 術 内 容

1)多 量施用について

(1)連 年施用する場合 の施用限界童

① 牧 革の収量及び草生密度維持の面から、 a当たりN成分で 10浄相当量 (源尿 1,25o仏

原糞尿 2,500A7、生豚套 1,200を、生鶏葉 500女夕)程度が施用限界量である。

②
4牧

草中の硝酸態窒素含量からみた施用限界童は(Brad■eyの基準値 0122%を 安全値

とすると)各畜種の策尿ともN成分での当り10々相当量までであるも  ″

③ N成 分 a当たり10浄相当の強尿施用で生草収量は 700～ 770好/&、 乾物収量 118～

127脅/aが 期待できる。

④ 年 間収童とNo3~N含 堂との間には相関が認められ、 a当 たり生草で約 800浄以上の

多収草はN03~N含 量が 0。22%を 示す傾向となる。

(D 多 立施用による無機成分パランスについて

① 牛 尿、牛糞尿の施用により牧草中の【含量の高まりが顕著でCa、 Mgの L7x収がかさ

えられ、 K/Ca tt M8当 立比は年 高々まる傾向を示し、そのパランスを悪化させる。

② し かし、まめ科牧革が 30%以 上混在しておれば【/Ca十 鉱a当量比は良好に維持
:さ

れるも

③ 豚 糞施用により牧草のP、 ME倉 量が高められ丈/Ca tt Mg当 量比は低く維持される。

(D 鶏 禁施用によるK含 量の増加は比較的少なく、K/Ca tt M8当 童比の高まりは緩慢

である。

(3)土壊の理化学1生

① 牛 奏尿によりPII、置換性塩基など高められるが、牛尿、業尿はK2° の畜積が顕著
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子
      で M80/耗 0比 は1以下となり、特に牛尿施用で顕著に悪化したO

② 豚奈、鶏糞の施用は理化学性を良くした。            1      1

2)化 学肥料の併用について    1

1   (1)牛 葉尿、鶏茶施用革地への加里肥料の併用効果は比較的少なく、 NP併 用区に対して増

I収は 10%(乾 物で5%)以 下である。

(21 牛葉尿の施用によりK/Ca+M宮 当豊比は高まるが、その比を2.2に近づけるためには

a当 たりの加里の施用量 (茶尿十化学肥料 )を 2枠未満とし、窒素と加里の施肥成分比率  工 、 _

:  |  ■ |1甲10・子学9,'“Fと なる事うにイヒ学肥料の併用を行な多ことと、苦主、石灰質肥料の  _

｀
施用が必要である。   |

_ (3)鶏 策に対する加里の併用効果はや 認ゝめられるが燐酸の併用は鶏奈a当たり150々 (pa    ｀

｀
  ° 5成分で25A7)以 ■の雄用では収量に影響なく、その効果は認められない。

K41 鶏糞施用によりK/Ca+Mg当 量比は比較的低く維持されるがK/Catt Mg当 量比を望

ましい値に近づけ、収量増を計るためにはNと 【2° と併用比率を鶏葉 150A7施用では1

_ !対 1、 鶏葵 300、々 施 用では Nだ けの併 甲で 工吟O

3  普 及上 の留意 点
1 1  : !        _ _    :  t 「   : °    i                                               t

1 1)豚 糞、鶏益は晩秋に施用し、牛奏尿は 1回当夕N317相 当量を目安に分施する。

- 2)牧 草中の科酸態峯素含章はサイレニジ調製により30～ 50%、 乾草調響により10～ 20%

消失するので、多肥、多収牧草は調製加工 して給与する。

-   3)牛
糞尿多施用牧享は高加里、低マグネシウム車であるので、給与に当たっては単味多縮し  ―

てはならない。                     ・  f_

4)変 尿多施用 (跡地土壌の【2°80竹以上 )草地への Ca、 Mg質 肥料の施用はK/伍 十Mg  ャ
~

当量比の改善に役立たない。

4  試 験 成 績 の概要

1)試 験課題名  葉 尿の園場還元に関する試験      ′         ,    _ 千

■ 12)語 験年次及び場所 昭 守～ 51年 岩 手畜試

十  ゥ 試験方法  l                 i     l   ‐
① 多 量施用試験
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卜載 分 P P2° 5 K,0 Ca0 M80

牛   尿 0.15 0.02 0.29 0対 3 0.01

牛 策 尿 0。24 0。13 0.37 6.16

豚  葉 0.84 1.22 0.37 1.38 0.38

鶏  葵 1.87 2.03 1.38 4.55 0.54

供試糞尿の成分 (4ケ 月平均 ) 葉尿の施用量(tOm/a)

( )は 原糞尿換算量

供試草地は 46年播種オーチヤー ドグラス草地

4)試 験結果

4カ 年にわたり、草地への糞尿施用が革生及び牧草の養分紐成に及ぼす影響を検討 し、牛

豚、鶏の賛尿の施用基準と☆尿施用に対する化学肥料の併用法を明らかにしたO

5)主 要成果の具体的データ

① ☆ 尿の多量施用試験

X

X

牛  尿 牛 糞 尿 豚英 鶏糞

N  5 3.3(0,6) 2 . 1 ( 1 . 3 ) 0。3

N 1 0 6 . 6 ( 1 . 3 ) 4.2(2.5) 1.2 0.5

N 1 5 9 . 9 ( 1 . 9 ) 6.3(3.8) 1.8 0。8

N 2 0 1 3 . 2 ( 2 . 5 ) 8。4 ( 5 , 0 ) 2.4 1.2

② 牛 奏尿・鶏禁に対する化学肥料の併用試験

項 目

区別

施用量

(r/a )

圧施ilE成分畳(浄/3)

N P2宅 K2° Ca0 MB0

糞尿少区
5 0 0

r ,氏n、
1.0 0。6 1.8 0。6

'多 区 1縄 、ヽ
2.0 1.2 1.2 0.6

牛 尿 区 ,督8亀、 2.0 0。12 4.4 0。25

( ‐ )は 原策尿換算量

化学肥料の併用量 (々 /a,),
N Pっ 0く K . 0 M父 0

１

１

１

２

２

２

0.5

0.5

0.5

1.0

1.0

1.0

５２

５

　
　
　
５

０

０

　

●

　

●

０

　

　

●

　

●

０

０

　

　

　

０

　
１

0,25

0。25

0。25

0 . 5

o . 5

0 , 5

(苦 土入 BB肥 料 )

鶏萎少区 3.0 2.5 2.3 7.2

鶏糞多区
ｎ
ｖ C.0 ５

・

4.6 14.4 1.8

，

中
1.0 2.0

吉土石灰

2.0 1.0

2.0

2.0 0 1.p

2.0
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図-1 乾 物収量 (浄/a)と 草生密度

表Tl 繁 尿の施用量と牧草中のN03~N(DM%)

ユ■
Ｆ
‐
Ｆ

汎

コ
　

　

一
」

乾物

( 7 a )

140

120

100

0.8tl l.2tN  5 1 N 1 0

鶏 シ  /・ 区 (秋施用 )

筑岸ミ|ギ=|キ空

N 1 0 1 N 1 5 1 N 2 0

ひ
N°3~N(年 平均%) 番草男"N03~ド (%イト ーir   l

施 用 二々 次 施 用 4 年 次 ( 昭5 1 )

1  年 2   左岳 3   左F 4   4千 1番 草 2番 草 3番 草 4番 車 5番 草

牛

尿

N  5

10

1 5

2 0

0.02

0。06

0,10

0。13

0 . 1 1

0。25

t〕.29

0.34

0。11

0,21

0.27

0.91

0。12

0。22

0.27

0,29

0.14

0.25

0.33

0.34

0.05

0.17

0。17

0,20

0。19

0.29

0。30

0。32

0.09

0。21

0.34

0.37

0.08

0。13

0。18

0.20

牛

養

尿

N  5

1 0

1 5

2 0

0.02

0.02

0.07

0 . 1 0

0.04

0,08

0 . 2 4

0。34

0.08

0 . 1 5

0.28

0。33

0。11

0.23

0.34

0。37

0。13

0。29

0.37

0.40

0.08

0。1 4

0。29

0.35

0.16

0。28

0。40

0。40

0。12

0。24

0。36

0,40

0.04

0.09

0。18

0。23

N  5 0.06 0。17 0.07 0.08 0.08 0,07 0.08 0.11 0.06

一  崎 ――



豚

，　

萎

N  1 0

1 5

2 0

O t15

0。32

0。26

0:36

0.45

10。29

0.43

0.53

0.23

0.38

0.52

0。20

0.38‐

0。50

0.19

0。39

9.59

0.31

0.40

0.58

0。2″

0.47

0.56

0.16

0。22

0.29

鶏

茶

0 . 3  t

O . 5

0 , 8

1 . 2

10,04

0.20

0.28

0.40

0 . 1 1

0.22

0。32

0.41

0。17

0。29

0.40

‐0。49

0 . 1 1

0。28

0.37

0。48

0 . 1 8

0,28

0。42

0.50

0。10

0.27

0,45

0.58

0,04

0。17

0。28

0。58

0,03

0.27

0.41

0 . 5 0

0.03

0.10

0.=5

0。17

BB月 巴米半[丞 0.04 0.03 0.04 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02 0.02

図-2 硝 酸態窒素含童と年間生草収量の関係

表-2 無 機成分 とパランス

・昭 4 8 年

伊 ″ 49 ″

今 才 5 0 〃

。  ″ 51  ″守

y=515+1484″
-1352影 a

(γ =0.8492や ネ)

Noど 一 N(年 平 均 DM")

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

９

　

　

　

　

　

　

　

　

　

７

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．
５

年
間
生
草
収
量

（
枠
／

ａ
）

無機成分(DM%)一 施用4年次(幡 51) K/Ca+MB(m6)

N P2°5 1Kl石 1志古01M七 01。彰各 2年 次 3年 次 4年 次

牛

尿

N  5

1 0

1 &

3.21

3.49

3.62

0,59

0,64

0 . 6 8

6 . 9 8

7.50

7.80

0.26

0.25

0,23

0 . 3 1

0 , 3 2

0 . 3 3

0.72

0.64

0。55

4.34

4 . 4 9

4 . 7 1

4.54

4.70

5,35

6.00

6.41

6.73

整

．
　

尿

N  5

1 0

1 5

2.83

8.51

3.63

0.80

0.82

0。91

6.42

7 . 3 2

7 , 7 6

0。26

0.26

0.26

0.33

0。34

0.34

0.53

0.52

0。47

3.74

4 . 3 4

4A53

4.09

4 . 5 2

4 . 7 1

5.41

5.93

6.29

豚

車英

N  5

1 0

1 5

2.78

3 . 4 1

3 . 6 4

1.26

1 . 1 0

1 . 0 8

3.37

4.00

4.89

0。39

o.36

0.34

0。49

0.46

0.48

0.51

0。53

0.52

1.21

'1.84

2.16

1 . 6 7

・
2 . 1 9

3 . 0 0

1.87

2.38

2.89
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鶏

衰

0。3 モ

0.5 ″

0.8 ″

2.91

3,32

3.66

1 . 1 6

1.00

0。98

4 . 6 7

5 。2 1

5.69

0.40

0.86

0,35

0,33

0.38

0.38

0.56

0,59

0.58

2 . 0 6

2 . 8 8

3 . 1 0

2.67

2.89

3 . 3 2

2.99

3.50

3.86

BB月 巴料 3,04 0.89 4。17 0。36 0.37 0.66 1.83 2.03 2.85

表-3 土 壌の化学性 (施用 4年 目跡地 )

② 糞 尿に対する化学肥料の併用試験

図-3 化 学肥料の併用と乾物収量と無機成分パランス

洪 膳 位
P H ・

( H り0

置換性塩基η九〇0' Z n

( p  p E I )

有効 り

ん酸竹

腐 梅

(%・)

土壊硬

度 碗Cao M80 馬 0

散 布 i前

(47.10舟

0 - 1 0

節

6.10 16a.0 8.3

牛

尿

N 10 0～  5

5A▼10

10_15

6.28

6.19

6.05

330

155

120

75.3

19.5

18.5

107,0

67.5

62.5

15.60

8.30

5.40

6.8

3.8

3.4

0。7

0。3

0 . 3

11.6

11.7

10.8

15.8

牛

糞

尿

N 10 0 ～ 5

5なゥ10

10,…15

6.67

6.51

6。29

615

475

240

159.0

103。5

67.5

124.5

110,5

91.5

10。60

3.o5

3.30

19.8

4.6

3.6

1 . 1

0 , 8

0 . 6

、
16.0

13.2

11.8

7.8

豚

糞

N 10 0- 5

5 _ 1 0

1 0 ～1 5

6.86

6.36

6.22

６７０
　
打
，‐９７

237.5

74.5

5 5 t 0

20,5

11.5

5.0

26970

7.70

3.55

35,2

6。4

3.0

・・５
呼
‐・０

14.2

11.6

10.0

11.4

鶏
　

　

斐

N 10 0^w 5

5-10

1 いゥ1 5

6.95

6.37

6.32

625

252

185

125.0

35.0

27.5

58.5

34.3

27.5

14.35

5。20

3.75

40.2

9 . 8

4 . 8

2 . 1

1 . 0

1 . 0

1 2 . 1

l I . 4

1 0 . 5

15.0

B B肥 料 区

( 2 . 4 - 1 . 2

-2.4)

0- 5

5台叢10

1 0 ‐_ 1 5

6.76

6.01

6.05

210

230

197

11.0

14.5

16.3

19.0

12.8

4 . 0

3.55

5.00

3.10

2 . 8

2 . 6

0 . 8

0 . 6

1 . 1

4 . 1

9.5

10。5

10.8

抑

００

８０

６０

乾
物
収
量

（
浄
／

ａ
）

収量
。一つK/い れ生 一

卜t/ルゴ/

J

_ _ 手

‐

やtノ ,ガ

‐  →

~

…                     1

●
い             ヽ

く``
サ′千イ

″°

  メ/'カ
丁

‐

‐

へ

箱
' 4 . 0

'3.0

2 , 0

b

併

用

N 1.0 2.0 I.0 2.0 2

【2C 0 D・5 O  1 0.511,0 0 0.5 0  10.511.0 0 0.2519.電 0106511.0

施用量 アン尿少区 フン尿多区 牛 尿  区 BB月 巴料
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図-4 化 学肥料の併用 と乾物収畳 とし絶attMg(me)

６０

４０

郷

００

乾
物
収
量

八
浄
／

ａ
）

→
収畳

°~こ
K/CattMg

０
、
、

手
 ◆  _

手
祇

ヘ

‰

( m . 9 )

‐4 . 0

‐2.0

〉　一併

鴨

二
出

N 0 2.0 2.0

P2° : 0

K 2° 0 1 ・0  1 ( l v l g ) 1 2 . 0 0 (Mg) 2.0

施 用 畳 鶏  フ  ン  小  区 鶏 フ / 多 区

表-4 イ ネ科草とイネ・マメ混播車の無機成分の差 (拠 用 1年 日)

図-5 化 学肥料併用による跡地土壌の変化

4 0 a還 元区 20a遠 元区

P2° 5 【2° CaO MgO ‰ R Ca/p P 2 鴫
I  K 2 °I  C a O  I 準 ? | ≧ 範

Cプ p

0 0 (単 ) 0.89 4.41 0.43 2.27
1 郷 |

0.83

0}十五とC段) 0,84 e.48 0,92 0。42 1.35 1.94 古お91印 |い8ケ1碑 1師

●

　

　

●

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

置
換
性
加
里

竹
／

１ｏ

40

。，′「！′「ず，，，ど′・中ルヤタγ一
″/ ０

●

併
用
批

0・11 . 0 2.0 0  1 1.O 1    2.0 2.0

K90 0 10.う 〕 10。511.| 0 1生 5 。1叫L )|は2,卜お10障IH 0 1 1・ 0 1先 0

施 用
' 1 アン尿少区 フう′民多区 牛 尿  医 鶏 フ  ン  区 B B
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(の

土

壌

の

h480

K 2 °

比

＼

や

ヽ
、
ふ

ン

併
用
量

N 0 01・ 01-40 2.0

K2° 010おい|い51■0 010お 1610お|・0 010。2510.5 0 1.0 1  2.0

施 用 量 クィ尿少区 フン尿多区 牛 尿  区 鶏 フン区 B B

表-5 相 関々係

名験試 相  関  々  係 相関係数 式帰回

牛業尿1/C対する

化学肥料の併用

試験

牧車のR2°(%)と CaO(%)

ブ    と 1430(%)

〃    と 彩/Ca tt b4g(Ill・e)

跡地土壊のK2°(%)と牧草のK2°(%)

'      と しな比十Mg(コ・9)

施肥K2°(旅/a)と牧草の【2°(%)

″   と K/∽十MB(m・e)

施おこK2°/N比 とr/cattME(m・b)

―-0.671 キ中

―,0.857キ 孝

0。965 ネホ

0,755 +章

0,814 +キ

0,773 Ⅲネ

0。753 球キ

0。728 *ネ

y=0.624-0。 061″

竜 0.539--0.050%

・
‐-1.787+1.164″

圭 3。354+0.025″

=2.029+0.032Z

=2.773+0.427%

=1.455+0.515″

=1.343■ 1.494″

牛尿に対する化

学肥料の併用試

験

牧草のK2°(%)としなL+晩s(n.0)

跡地土壊のK2°(η)と牧革ゆ五2°(%)

′      Ⅲ
 fr./cattM思(41・0)

施肥K2°/aN比とに/もa+唯 (B・e)

0。750 キ中

・
0.590 キ

0.707 *妹

0.791 ネキ

y=-1.328+1.035Z

=3.735+・0.017%

=2.421+0.026″

=1.硝 6+0。 905″

鶏葵の施用に対

する化学肥料Q

併用試験

牧車のK夕(%)とし絶attMg(m.●)

跡地土壌の【デ0【η)と牧草のK26(%)

花れ 古(彦争ェと萩草糖 よ楊 ll°
|

0.975 ホネ

0.577 *キ

0.703 キキ

0。921 ヤネ

ノー 9.731+0.864″

=3.244+0.039″

=1,956+0.041%

=2.432+0。 381影
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表-6 硝 酸態窒素含量 と給与量について

乳牛は体重 l々当たり0.55,(体 重 600 で々 KN,03 330夕 )

N°3~‐N(DM%)0。 22%が 中毒限界量 としている。

硝酸態窒素含量の高い飼料作物を乳牛に給与しても、硝酸中毒は認められな

い 。                                                    ‐

風乾物当たりN03~NO・7%以上で中毒

N° 3~N( 給 与 基 準

全て安全。

非妊動物で安全。妊娠動物では総飼料の50%給与で安全。

乾物量で総飼料の 50%給与まで安毎

飼料の35～40%に 制限、妊振動物には使用しないO

飼梓十の25%以下に制限、妊娠動4勿には使用しないO

中拳の恐れがあるので給与しない方がよいO

硝酸塩の乳牛に対する1/2致 死量L D 50に達する飼料量O

牧草 ・飼料作物 中 体重 600A7当 た り

K N 03(%) N°3二N(%) 乾物鋤 生車豊0

1 6 . 0

1 2 . 3

9.6

6 . 4

3 . 2

1 . 6

2 . 2 4

1 . 7 2

1 . 3 4

0 。9 0

0 . 4 4

0 . 2 2

6 . 0

7 . 8

1 0 . 2

1 5 . 0

3 0。0

6 0 . 0

4 2

5 4

7 2

1 0 8

2 1 0

4 2 0

③
生草は水分85%で

換算

知料甲にどの程度の硝骸悲全素が含まれる場合中毒を起す可能性があるかは、動物の個体、

飼料の摸取状況などに よるので明らかでない。

6)残 さオ1た問題点

① 葉 尿多月じ通応草種の検討

② 糞 尿処理乃|1施用検被の検討

5  参 考資料

昭和 51年 度 試 験概要成績番 岩 手畜試
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上 坂 ら
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